
令和 8年度 第 1 回 丸亀市廃棄物減量等推進審議会 次第 

 

                日 時：令和 8年 7 月 3 日（金） 

                     午後 2 時から 

                場 所：クリーンセンター丸亀 

２階 研修室 

 

１ 開  会 

 

２ 交代委員の委嘱状の交付 

 

３ 産業生活部長あいさつ 

 

４ 会長あいさつ 

 

５ 議  題 

（１）クリーン課の体制とごみ処理体系 

 

（２）令和 7 年度のごみ処理実績について 

 

（３）報告事項 

  ・ふれあい戸別収集の日程について 

  ・収集運搬許可事業者の許可シールについて 

  ・資源回収をしている民間事業者への調査について 

 

（４）その他 

 

６ 閉  会 
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（敬称略、順不動）任期　委嘱日から令和9年7月6日まで

整理
番号

氏名 職名等

1 三好　祐輔 東京都立産業技術大学院大学 教授

2 丸岡　俊晴 丸亀市環境審議会 委員

3 長町　祐子 丸亀市中央商店街振興組合連合会

4 大林　建夫 丸亀商工会議所工業部会 部会長

5 秋山　ともえ 丸亀商工会議所女性会 会長

6 横山　昌昭
丸亀市一般廃棄物処理業許可業者
㈱パブリック丸亀事業所 所長

7 林　誠 香川県電機商業組合丸亀支部 副支部長

8 海老名　歩
生活協同組合コープかがわ 組合員理事
（R8.7.3から）

9 德井　由紀子
丸亀市食生活改善推進協議会  理事
（R8.7.3から）

10 高尾　光一
社会福祉法人丸亀市社会福祉協議会
地域共生社会推進グループリーダー

11 山川　政明 丸亀市連合自治会 理事

12 中山　弘美 公募委員

13 井原　由美子 公募委員

丸亀市廃棄物減量等推進審議会委員名簿
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・し尿、浄化槽汚泥の
 収集・運搬

・資源ごみの収集・運搬、
 分別

・計画、庶務全般
･可不燃ごみ収集運搬
 委託に関すること
･ごみステーションに関
 すること　等

・ごみの減量化、適正処
 理の指導
･粗大ごみの収集・運搬
･ふれあい戸別収集
･公共施設浄化槽
・農業集落排水

体制及び業務

廃棄物指導担当
（１０人）

※内１人管理担当兼務

副課長

管理担当長
（副課長兼務）

令和８年４月１日現在

クリーン課の体制とごみ処理体系

産業生活部長

管理担当
（４人）

※内１人廃棄物指導担当兼務

業務委託（３社）
（島しょ部除く全域）

クリーン課長

衛生担当
（５人）

業務委託（１社）
（島しょ部除く全域）

資源リサイクル担当長 廃棄物指導担当長衛生担当長

資源リサイクル担当
収集運搬（２２人）
中間処理（４人）
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令和８年度のごみ処理体系

資源

（鉄・アルミ）

回収

資 源 ご み

市

紙類 紙類以外

使用済小型家電・廃食油・容器プラ

引取業者

処理水放流 販売

コンポスト

中間処理･ストック

クリーン
センター丸亀

許可業者

処理破砕

事業者

市（島）

瀬戸グリーンセンター
（４市３町）

クリントピア丸亀
（１市１町）

その他＝許可業者

市の施設･島＝市

し尿 浄化槽汚泥

粗大ごみ

クリントピア丸亀

汚泥

埋立処理
ｴｺﾗﾝﾄﾞ林ヶ谷
（２市３町）

鉄・アルミを除いたもの

焼却

残渣

市

セメント原料化
（令和2年10月～）

焼却灰

可燃・不燃ごみ

事業者・市（島）

家庭ごみ 事業系可燃ごみ

引取業者

市で運搬

家電リサイクル対象５品目

※有料

指定引取場所へ搬入 小売店で引取

回収ボックス設置場所または
クリーンセンター丸亀へ持ち込み

可燃･不燃

エコ丸工房

展示販売

小型家電

クリーンセンター丸亀

引取業者
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■ごみ排出量の実績

年度 H28 H29 H30 R01 R02 R3 R4 R5 R6 R7

人 109,922 109,678 109,281 109,139 109,378 112,489 111,666 111,241 107,572 107,492
t/年 19,078 18,901 18,857 19,153 19,539 18,446 18,095 17,675 17,084 16,900
t/日 52.3 51.8 51.7 52.3 53.5 50.5 49.6 48.4 46.8 46.3

g/人･日 475.5 472.2 472.8 479.5 489.4 449.3 444.0 435.3 435.1 430.7

t/年 1,218 1,197 1,279 1,322 1,439 1,326 1,226 1,154 1,114 1,036
t/日 3.3 3.3 3.5 3.6 3.9 3.6 3.4 3.2 3.1 2.8

g/人･日 30.4 29.9 32.1 33.1 36.0 32.3 30.1 28.4 28.4 26.4

t/年 186 202 215 201 266 226 214 211 214 218
t/日 0.5 0.6 0.6 0.5 0.7 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

g/人･日 4.6 5.0 5.4 5.0 6.7 5.5 5.3 5.2 5.5 5.6

t/年 4,332 4,073 3,894 3,820 3,557 3,602 3,427 3,068 2,911 2,666
t/日 11.9 11.2 10.7 10.4 9.7 9.9 9.4 8.4 8.0 7.3

g/人･日 108.0 101.7 97.6 95.6 89.1 87.7 84.1 75.6 74.1 68.0

t/年 24,814 24,373 24,245 24,496 24,801 23,600 22,962 22,108 21,323 20,820
t/日 68.0 66.9 66.5 66.8 67.8 64.7 62.9 60.6 58.4 57.0

g/人･日 618.5 608.8 607.8 613.2 621.2 574.8 563.4 544.5 543.1 530.7

t/年 10,590 10,981 10,158 10,325 9,402 10,508 10,455 10,376 10,739 10,239
t/日 29.0 30.1 27.8 28.2 25.8 28.8 28.6 28.4 29.4 28.1

g/人･日 264.0 274.3 254.7 258.5 235.5 255.9 256.5 255.5 273.5 261.0

t/年 140 122 95 81 29 92 66 62 68 58
t/日 0.4 0.3 0.3 0.2 0.1 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2

g/人･日 3.5 3.1 2.4 2.0 0.7 2.2 1.6 1.5 1.7 1.5

t/年 673 772 799 874 794 840 806 835 805 798
t/日 1.8 2.1 2.2 2.4 2.2 2.3 2.2 2.3 2.2 2.2

g/人･日 16.8 19.3 20.0 21.9 19.9 20.5 19.8 20.6 20.5 20.3

t/年 11,403 11,875 11,052 11,280 10,225 11,440 11,327 11,273 11,612 11,095
t/日 31.2 32.5 30.3 30.8 28.1 31.3 31.0 30.9 31.8 30.4

g/人･日 284.2 296.6 277.1 282.4 256.1 278.6 277.9 277.6 295.7 282.6

t/年 29,668 29,882 29,015 29,478 28,941 28,954 28,550 28,051 27,939 27,247
t/日 81.3 81.9 79.5 80.5 79.3 79.3 78.2 76.9 76.5 74.6

g/人･日 739.5 746.4 727.4 738.0 724.9 705.2 700.5 690.9 711.6 694.5

t/年 1,358 1,319 1,374 1,403 1,468 1,418 1,292 1,216 1,182 1,094
t/日 3.7 3.6 3.8 3.8 4.0 3.9 3.5 3.3 3.2 3.0

g/人･日 33.9 33.0 34.4 35.1 36.8 34.5 31.7 29.9 30.1 27.9

t/年 859 974 1,014 1,075 1,060 1,066 1,020 1,046 1,019 1,016
t/日 2.3 2.7 2.8 2.9 2.9 2.9 2.8 2.9 2.8 2.8

g/人･日 21.4 24.3 25.4 26.9 26.6 26.0 25.0 25.8 26.0 25.9

t/年 4,332 4,073 3,894 3,820 3,557 3,602 3,427 3,068 2,911 2,666
t/日 11.9 11.2 10.7 10.4 9.7 9.9 9.4 8.4 8.0 7.3

g/人･日 108.0 101.7 97.6 95.6 89.1 87.7 84.1 75.6 74.1 68.0

t/年 36,217 36,248 35,297 35,776 35,026 35,040 34,289 33,381 33,051 32,023
t/日 99.2 99.4 96.8 97.6 95.9 96.0 93.9 91.5 90.6 87.7

g/人･日 902.7 905.5 884.9 895.6 877.3 853.4 841.3 822.0 841.8 816.2

資源ごみ 収集率
収集資源ごみ
÷収集ごみ

％ 17.5 16.7 16.1 15.6 14.3 15.3 14.9 13.9 13.7% 12.8%

t/年 10,437 10,795 9,969 10,193 9,286 10,442 10,451 10,380 10,775 10,345

％ 91.5 90.9 90.2 90.4 90.8 91.3 92.3 92.1 92.8% 93.2%

t/年 20,296 20,098 20,136 20,475 20,978 19,772 19,321 18,829 18,198 17,936

g/人･日 505.9 502.0 504.8 512.6 525.5 481.6 474.0 463.7 463.5 457.1

※令和3年度から、人口を3月31日現在の常住人口から10月1日現在の常住人口に変更しています。また、直接搬入ごみの一部について、家庭系ごみから事業系ごみに集計方法を変更しています。

※ごみ総排出量は、収集ごみ量及び直接搬入ごみ量から資源残渣を除いた量になります。

事業系ごみ排出量

直接搬入ごみ量に対する割合(%)

区分

人口

収集ごみ量

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

計

ごみ総排出量

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

計

直接搬入
ごみ量

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

計

家庭系
ごみ排出量

収集(可燃
+不燃ごみ)
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ごみ排出量の実績 別紙２

H28 H29 H30 R01 R02 R3 R4 R5 R6 R7

可燃ごみ 29,668 29,882 29,015 29,478 28,941 28,954 28,550 28,051 27,939 27,247
不燃ごみ 1,358 1,319 1,374 1,403 1,468 1,418 1,292 1,216 1,182 1,094
粗大ごみ 859 974 1,014 1,075 1,060 1,066 1,020 1,046 1,019 1,016
資源ごみ 4,332 4,073 3,894 3,820 3,557 3,602 3,427 3,068 2,911 2,666
ごみ総排出量 36,217 36,248 35,297 35,776 35,026 35,040 34,289 33,381 33,051 32,023

29,668 29,882 29,015 29,478 28,941 28,954 28,550 28,051 27,939 27,247

1,358 1,319
1,374 1,403 1,468 1,418 1,292 1,216 1,182 1,094

859 974
1,014 1,075 1,060 1,066 1,020 1,046 1,019

1,016

4,332 4,073
3,894 3,820 3,557 3,602 3,427 3,068 2,911

2,666

36,217 36,248 35,297 35,776 35,026 35,040 34,289
33,381 33,051

32,023

0

5,000
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35,000
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H28 H29 H30 R01 R02 R3 R4 R5 R6 R7

（単位：トン）

ごみ総排出量の実績及び見通し

可燃ごみ 不燃ごみ 粗大ごみ 資源ごみ ごみ総排出量
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（R8.7.3 第１回廃棄物減量等推進審議会資料） 
 

ふれあい戸別収集の日程変更について 
１．事業概要 
ふれあい戸別収集は、家庭から排出されるごみを収集場所まで持ち出すことが困難な世帯
に対し、生活支援を目的として個別にごみの収集を行う制度である。 
 
２．現状 
・収集日：毎週水曜日（週１回） 
・令和８年度 
 登録世帯数：979 世帯 
 収集中世帯数：約 330 世帯 
・収集体制 
 回収コース：全８コース 
 車両：５台体制 午前・午後で分けて収集 
 
３．課題 
・平成 14 年度の制度開始以降、利用世帯が年々増加している 
・現行の週１回収集では対応が困難になりつつある 
 一部コースで収集時間の長時間化 
 回収しきれない可能性の増大 
・利用者増加に対する体制強化が必要 
 
４．対応策（案） 
・収集日を拡充 
 現行：週１回（水曜日） 
 見直し案：週２日（水曜日が旧丸亀市内、金曜日が綾歌・飯山地区）収集へ変更 
・期待される効果 
 全対象世帯の確実な回収 
 収集業務の平準化 
 作業時間の短縮および安全性の向上 
 
５．参考（過去実績との比較） 
・令和４年度 
 登録世帯数：712 世帯 
→ 登録世帯数は約 1.4 倍に増加しており、今後も増加傾向が見込まれる 
 
６．まとめ 

高齢化による利用者の増加に伴い、現行の収集体制は限界に近づいている。市民サービ
スの維持・向上の観点から、週２日を収集の日に充てることにより、持続可能な収集体制
の構築を図る。 
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民間事業者における資源ごみ回収実績調査結果 
 
１ 調査の目的 
市内における民間事業者の資源ごみ回収状況を把握し、家庭系資源ごみ収集施策の検討

資料とすることを目的として調査を実施した。 

２ 調査概要 
・対象：市内民間事業者（33 店舗） 
・調査期間：令和 7 年 12 月１日～12 月 22 日 （対象：令和 6 年度１年間） 
・対象品目：缶類、ペットボトル、紙類、廃プラスチック類、紙パック、衣類等 

３ 民間事業所の回収実績（R6 実績） 
・アルミ・スチール缶：34,707kg  （市の回収実績：175,790kg） 
・ペットボトル：82,144kg     （市の回収実績：219,890kg） 
・紙類（新聞・雑誌・ダンボール）12,507,190kg （市の回収実績：1,586,820kg） 
・廃プラスチック類：20,378.4kg   
・紙パック：7,300kg       （市の回収実績：7,950kg） 
・衣類：61,920kg         （市の回収実績：278,210kg） 

４ 特徴・傾向 
（１）紙類の民間事業所の回収量が突出しているのは、ダンボールが主な要因 
（２）土地を借りて回収しているステーションと、店舗に併設しているステーションが

あり、ペットボトルは大型店舗で多く回収。 
（４）トレイ類（廃プラスチック類）は食品スーパーが多い。 
（５）衣類は一部事業者しか行っていない。 
 
５ 今後の課題 
アンケート調査の回収率を向上させ、民間事業者での資源の回収状況を把握する。 

６ まとめ 
民間事業者による資源ごみ回収は重要な役割を担っており、今後は行政施策との連携に

よりさらなる資源化の推進が必要である。 
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